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網膜の神経回路は比較的シンプルであるにもかかわらず、動きや明暗の検出などを行うことが知られ

ている。網膜神経回路の形成の分子機構は現在までほとんど不明である。本研究では、網膜形成に関わ

る因子の遺伝子を欠失させた変異マウス網膜を対象に網膜電図（ERG）解析を行い、網膜形成因子の網膜

神経回路における機能を明らかにしていく。これによって、網膜の神経回路の構築と機能の分子機構を

明らかにすることを目的としている。以前、我々は細胞外マトリックス蛋白質ピカチュリンが網膜視細

胞−双極細胞の正確な情報伝達に重要であることを報告した。本研究においては、ピカチュリンノックア

ウトマウス網膜および代謝型グルタミン酸受容体 6ノックアウトマウス網膜の ON経路におけるフリッカ

ーERG 測定とベクターモデル解析を行い、ピカチュリンノックアウトマウス網膜の ON 経路機能が、消失

はしていないが有意に低下していることを見出した。本研究の解析は、マウス網膜の ON経路の機能を検

証するのに有用であることが示された。 
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